
キリル文字モンゴル語形態素解析器の開発

―マイナー言語に対する言語処理基盤開発―

村脇 有吾 （京都大学大学院情報学研究科）

形態素解析器をキリル文字モンゴル語に対
して開発した。形態素解析器とは、入力として
文を受け取り、それを最小の単位である形態
素の列に分解して出力するプログラムである。
計算機は、人が読み書きする言語、自然言語
のデータをただの文字の並びとしか認識して
いない。計算機に言語を扱わせるためには、
文字の並びが構造を持つことを教えなければ
ならない。形態素解析は、そのもっとも基礎的
な処理である。


